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一

　

琉
球
（
中
山
國
）
は
、
十
七
世
紀
以
後
、
薩
摩
藩
の
支
配
を
受
け
る
と
同
時

に
、
中
國
へ
の
進
貢
も
繼
續
し
た
。
そ
の
た
め
、
琉
球
の
士
族
は
し
ば
し
ば
日

本
に
お
い
て
漢
詩
人
や
僧
侶
と
詩
文
の
交
流
を
行
う
と
と
も
に
、
淸
朝
の
人
士

と
の
閒
で
も
漢
詩
文
の
應
酬
が
續
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
琉
球
國
内
で
も
漢
籍
を

學
習
し
）
1
（

、
漢
詩
文
が
創
作
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
い
っ
た
琉
球
王
國
期
に
琉
球
の

人
々
が
作
っ
た
漢
詩
文
を
“
琉
球
漢
詩
文
”
と
呼
ぶ
。
現
存
す
る
琉
球
漢
詩
文

は
ほ
と
ん
ど
が
十
七
世
紀
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
か
ら
い

わ
ゆ
る
十
九
世
紀
の
「
琉
球
處
分
」
に
至
る
ま
で
、
琉
球
漢
詩
文
は
少
な
く
と

も
二
百
年
以
上
の
歷
史
を
有
し
た
こ
と
に
な
る
）
2
（

。

　

琉
球
漢
詩
文
を
收
め
た
書
籍
や
關
連
資
料
は
琉
球
處
分
以
降
、
新
た
に
設
置

さ
れ
た
沖
繩
縣
の
外
に
徐
々
に
流
失
し
た
。
そ
し
て
第
二
次
世
界
大
戰
の
な
か

で
も
激
烈
を
極
め
た
沖
繩
戰
の
戰
火
で
多
く
の
も
の
が
失
わ
れ
、
そ
の
後
の
硏

究
は
大
き
な
困
難
に
直
面
し
た
。
し
か
し
、
近
年
、
各
地
で
資
料
が
再
發
見
さ

れ
る
と
と
も
に
、
大
規
模
な
叢
書
や
硏
究
書
・
硏
究
論
文
が
陸
續
と
し
て
刊
行

さ
れ
、
硏
究
環
境
は
大
き
く
變
化
し
た
。
本
稿
で
は
琉
球
最
末
期
の
漢
文
學
者

で
、
現
存
す
る
作
品
數
が
琉
球
漢
文
學
史
上
最
も
多
い
蔡
大
鼎
（
伊
計
親
雲
上
）

の
漢
詩
文
）
3
（

を
中
心
に
、
そ
の
漢
詩
文
と
琉
球
に
流
入
し
た
漢
籍
と
の
關
係
を
檢

討
し
た
い
。
琉
球
の
最
末
期
に
生
き
た
蔡
大
鼎
に
着
目
す
る
の
は
、
そ
の
詩
文

が
琉
球
漢
詩
文
の
歷
史
の
蓄
積
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

二

　

王
國
時
代
の
琉
球
に
は
ど
の
よ
う
な
漢
詩
文
集
が
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
當
時

の
人
々
は
ど
こ
か
ら
そ
の
書
籍
を
入
手
し
た
の
か
。
ま
ず
、
琉
球
に
流
入
し
た

漢
詩
文
集
の
情
況
を
槪
觀
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

現
存
す
る
文
獻
に
つ
い
て
は
、
高
津
孝
・
榮
野
川
敦
編
『
增
補
琉
球
關
係
漢

籍
目
錄
│
│
近
世
琉
球
に
お
け
る
漢
籍
の
收
集
・
流
通
・
出
版
に
つ
い
て
の
總

琉
球
に
流
入
し
た
漢
詩
文
集
と
琉
球
漢
詩
文
と
の
關
係
に
つ
い
て

│
│ 

蔡
大
鼎
の
作
品
を
中
心
に 

│
│

紺
　
野
　
逹
　
也
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合
的
硏
究
│
│
）
4
（

』
が
唯
一
の
網
羅
的
な
目
錄
で
あ
り
、
そ
の
な
か
か
ら
中
國
の

詩
文
に
關
連
す
る
資
料
を
以
下
に
示
し
た
い
。
な
お
、
こ
の
目
錄
に
は
琉
球
の

人
々
の
漢
詩
文
集
や
彼
ら
が
冊
封
使
や
福
州
の
人
々
の
詩
文
を
集
め
た
も
の
、

「
琉
球
處
分
」
以
後
に
編
纂
や
刊
刻
さ
れ
た
書
籍
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
こ

で
は
言
及
し
な
い
。
ま
た
同
目
錄
に
は
近
代
の
琉
球
學
（
沖
縄
學
）
の
硏
究
者

ら
が
收
集
し
た
漢
籍
等
も
記
錄
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
が
琉
球
で
傳
え
ら
れ

て
い
た
も
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
た
め
、
原
則
と
し
て
扱
わ
な
い
（
た
だ

し
、
墨
書
な
ど
か
ら
琉
球
王
國
期
の
も
の
で
あ
る
と
判
斷
さ
れ
る
場
合
は
除

く
）。

　

Ａ　

尚
家
繼
承
古
文
書
目
錄
）
5
（

　
　
　
ａ　
『
古
文
眞
寶
大
成
俚
諺
鈔
』（
日
本 
毛
利
貞
齋
）
一
七
〇
七
年
刊

　

Ｂ　

楚
南
家
文
書
漢
籍
目
錄
）
6
（

　
　
　
ａ　
『
唐
詩
紀
』（
明 

黃
德
水
・
吳
琯
）
刊
本 
殘
本

　
　
　

ｂ　
『
唐
詩
解
』（
明 

唐
汝
詢
）
刊
本 

殘
本

　
　
　
ｃ　
『
古
唐
詩
合
解
』（
淸 

王
堯
衢
）
刊
本 

殘
本

　
　
　

ｄ　
『
尺
牘
合
璧
』（
淸 

鄭
文
煥
）
寫
本

　

Ｃ　

宮
良
殿
内
文
庫
漢
籍
目
錄
）
7
（

　
　
　
ａ　
『
註
釋
解
學
士
千
家
詩
講
讀
）
8
（

』（
明 

湯
顯
祖
）
寫
本

　

Ｄ　

豐
川
家
文
書
漢
籍
目
錄
）
9
（

　
　
　
ａ 　
『
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
眞
寶
後
集
』（
宋 

黃
堅
）
安
政
（
一

八
五
五
│
一
八
六
〇
）
年
閒
和
刻
本

　
　
　

ｂ 　
『
古
文
眞
寶
後
集
諺
解
大
成
』（
日
本 

林
羅
山
諺
解 

鵜
飼
石
齋
大

成
）
卷
十
九
、
二
十
缺

　

Ｅ　

石
垣
市
立
八
重
山
博
物
館
所
藏
漢
籍
目
錄

　
　
　
ａ　
『
二
十
四
孝
詩
選
』
寫
本
）
10
（

（
宮
良
用
庸
家
文
書
）

　
　
　

ｂ　
『
二
十
四
孝
詩
選
』
寫
本
（
宮
城
信
勇
家
文
書
）

　

Ｆ　

上
江
洲
家
文
書
漢
籍
目
錄
）
11
（

　
　
　
ａ　
『
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
眞
寶
後
集
』（
宋 

黃
堅
）
和
刻
本

　

Ｇ　

與
世
永
家
文
書
漢
籍
目
錄
）
12
（

　
　
　
ａ　
『
古
文
眞
寶
大
成
俚
諺
鈔
後
集
』（
日
本 

毛
利
貞
齋
）

　
　
　

ｂ　
『
古
文
眞
寶
俚
諺
鈔
』（
日
本 

毛
利
貞
齋
）
殘
本

　

Ｈ　

東
恩
納
寛
惇
文
庫
漢
籍
目
錄
）
13
（

　
　
　
ａ　
『
三
山
同
聲
集
』（
淸 

王
凱
泰
編
）
刊
本　

殘
本

　

Ｉ　

原
忠
順
文
庫
漢
籍
目
錄
）
14
（

　
　
　
ａ　
『
南
豐
先
生
元
豐
類
藁
』（
宋　

曾
鞏
）
刊
本　

殘
本

　
　
　

ｂ　
『
一
家
言
文
集
』（
淸
・
李
漁
）
刊
本　

殘
本

　
　
　
ｃ　
『（
六
臣
注
）
文
選
』（
梁　

蕭
統
撰
、
唐　

李
善
等
注
）
和
刻
本

　
　
　

ｄ 　
『
國
朝
註
釋
排
律
序
時
』（
淸　

嚴
永
齡
編
）
乾
隆
三
十
一
年
（
一

七
六
六
）
刊
本

　
　
　
ｅ 　
『
郁
郁
齋
古
文
析
義
詳
解
』（
淸　

林
雲
銘
評
註
、
淸　

呉
乘
權
附

註
）
道
光
二
十
九
年
（
一
八
四
九
）
刊
本　

殘
本

　
　
　

ｆ 　
『
古
文
精
玄
詳
註
旁
訓
合
選
』（
淸　

周
大
章
・
林
雲
銘
同
評
定
）

刊
本　

殘
本

　
　
　
ｇ　
『
本
朝
詠
物
詩
選
』（
淸　

嚴
永
齡
編
）
刊
本 

殘
本
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こ
の
よ
う
に
、
琉
球
で
は
主
に
唐
詩
を
含
む
選
集
、
そ
し
て
『
古
文
眞
寶
』（
特

に
古
文
を
收
め
る
『
後
集
』）
が
廣
く
重
視
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

Ｉ
で
古
文
の
評
註
が
多
く
殘
る
の
も
そ
う
い
っ
た
動
き
と
關
わ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
選
集
は
一
部
が
中
國
か
ら
將
來
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
和
刻

本
や
日
本
人
が
注
を
附
し
た
も
の
も
あ
る
。

　

＊
な
お
、
こ
の
他
に
も
い
く
つ
か
の
漢
詩
文
集
が
琉
球
に
流
入
し
て
い

る
こ
と
が
近
年
の
硏
究
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
山
形

縣
米
澤
市
の
米
澤
市
立
圖
書
館
に
は
淸
の
黃
任
撰
・
陳
應
魁
注
『
香
草
齋

詩
注
』
が
所
藏
さ
れ
、
こ
れ
は
琉
球
最
末
期
の
林
世
功
舊
藏
本
で
あ
る
）
15
（

。

ま
た
早
稻
田
大
學
圖
書
館
藏
淸
・
喬
煌
『
黃
葉
樓
初
集
』
は
蔡
大
鼎
が
福

州
で
光
緖
四
年
（
一
八
七
八
）
に
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
）
16
（

。
こ
れ
ら
は
彼

等
の
淸
人
の
詩
文
へ
の
關
心
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
琉
球
の
士
族

に
廣
く
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
っ
た
か
は
今
後
の
論
を
待
ち
た
い
。
ま
た
こ

れ
ら
の
書
籍
は
琉
球
處
分
前
後
に
入
手
さ
れ
た
も
の
（
前
述
の
Ｈ
│
ａ
も

同
樣
か
）
で
あ
り
、
琉
球
の
漢
詩
文
創
作
全
體
へ
の
影
響
は
大
き
く
な
い

で
あ
ろ
う
。

　

つ
い
で
、
文
獻
上
の
記
載
を
確
認
し
た
い
。
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）

に
開
設
さ
れ
た
沖
繩
縣
立
沖
繩
圖
書
館
で
は
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
と

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
そ
れ
ぞ
れ
『
琉
球
史
料
目
錄
』
が
編
纂
さ
れ
た
）
17
（

。

こ
れ
ら
の
目
錄
に
は
琉
球
の
人
々
に
よ
る
漢
詩
文
集
を
著
錄
す
る
の
み
な
ら
ず
、

次
の
漢
籍
に
言
及
す
る
（
な
お
こ
こ
に
著
錄
さ
れ
た
書
籍
は
殘
念
な
こ
と
に
戰

火
に
よ
っ
て
燒
失
し
て
い
る
）。

ａ　
『
王
夢
樓
詩
集
跋
萃 

琉
球
詠
草
』（
淸 

王
文
治
）

ｂ　
『
中
山
八
景
詠
草
』（
淸 

徐
葆
光
、
琉
球 

程
順
則
・
蔡
溫
）

ｃ 　
『
淸
人
文
集 

曾
文
公
手
札
』（
淸 

曾
國
藩
）（
以
下
、
す
べ
て
昭

和
四
年
版
に
著
錄
）

ｄ　
『
師
竹
齋
集
』（
淸 

李
鼎
元
）

ｅ　
『
趙
文
楷
詩
集 

付
琉
球
紀
事
一
百
韻
詩
』（
淸 

趙
文
楷
）

ｆ　
『
長
江
集
』（
唐 

賈
島
）

こ
の
二
種
類
の
『
琉
球
史
料
目
錄
』
は
そ
の
性
格
上
、
琉
球
史
料
に
偏
重
し
て

お
り
、
著
錄
す
る
漢
籍
の
大
半
は
、
王
文
治
、
徐
葆
光
、
趙
文
楷
、
李
鼎
元
と

い
っ
た
琉
球
國
王
を
冊
封
す
る
た
め
に
來
琉
し
た
冊
封
使
あ
る
い
は
そ
の
隨
員

の
漢
詩
文
集
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
漢
籍
は
お
そ
ら
く
淸
琉
の
冊
封
体
制
の
影
響

の
も
と
で
琉
球
に
流
入
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
第
二
次
世
界
大
戰
前
に
首
里
城
北
殿
に
置
か
れ
た
沖
繩
縣
敎
育
會
附

設
鄕
土
博
物
館
に
も
資
料
が
保
存
さ
れ
、
そ
の
な
か
に
北
京
の
國
子
監
で
琉
球

か
ら
の
官
生
を
敎
授
し
た
孫
衣
言
の
漢
詩
文
を
收
め
た
と
思
わ
れ
る
「
孫
衣
言

漢
文
集
」
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
）
18
（

。

　

琉
球
の
士
族
に
關
す
る
家
譜
資
料
に
も
中
國
か
ら
流
入
し
た
漢
詩
文
集
に
つ

い
て
の
言
及
が
あ
る
。
王
族
に
し
ば
し
ば
進
講
し
て
い
た
久
米
村
士
族
の
蔡
文

溥
の
家
譜
に

　

康
煕
四
十
年
…
…
九
月
十
五
日
奉
世
子
命
進
講
『
而
菴
說
唐
詩
』
■マ
マ

四

十
三
年
甲
申
八
月
因
病
告
辭
）
19
（

。

（
康
煕
四
十
年
（
一
七
〇
一
）
…
…
九
月
十
五
日
、
世
子
の
命
を
奉
じ
て
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『
而
菴
說
唐
詩
』
を
進
講
す
。
■マ
マ

四
十
三
年
甲
申
八
月
病
に
因
り
て
辭
を

告
ぐ
。）

と
い
う
記
載
が
あ
る
。
家
譜
に
よ
れ
ば
、
蔡
文
溥
は
康
煕
二
十
六
年
（
一
六
八

七
）
に
北
京
の
國
子
監
に
入
り
、
同
三
十
一
年
に
歸
國
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
蔡
文
溥
が
進
講
し
た
淸
・
徐
增
『
而
菴
說
唐
詩
』
は
そ
の
折
り
に
持
ち
歸
っ

た
も
の
の
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。
本
書
に
對
す
る
“
書
梓
行
後
、
數
十
年
風

行
海
内
、
膾
炙
人
口
）
20
（

”
の
評
價
に
從
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
家
譜
の
記

は
蔡
文

溥
が
淸
朝
に
お
け
る
い
わ
ば
最
新
の
文
學
的
流
行
を
書
籍
を
通
じ
て
琉
球
に
傳

え
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
康
煕
六
十
年
（
一
七
二
一
）
に

は
、
や
は
り
久
米
村
士
族
の
程
順
則
が

　

在
江
南
捐
資
購
得
『
皇
淸
詩
選
）
21
（

』
數
十
部
，
每
部
三
十
卷
。
歸
獻
王
府

内
書
院
壹
部
、
聖
廟
壹
部
、
評
定
所
壹
部
，
餘
分

師
友
）
22
（

。

（
江
南
に
在
り
て
資
を
捐
て
『
皇
淸
詩
選
』
數
十
部
を
購
得
し
、
每
部
三

十
卷
。
歸
り
て
王
府
内
書
院
に
壹
部
、
聖
廟
に
壹
部
、
評
定
所
に
壹
部
を

獻
じ
、
餘
分
は
師
友
に

る
。）

と
、
江
南
、
お
そ
ら
く
は
蘇
州
も
し
く
は
杭
州
で
淸
・
孫
鋐
編
『
皇
淸
詩
選
』

を
大
量
に
購
入
し
た
こ
と
が
記
錄
さ
れ
る
。
同
樣
に
久
米
村
士
族
の
鄭
秉
哲
ら

も
雍
正
二
年
（
一
七
二
四
）
に
北
京
の
國
子
監
に
入
っ
た
際
、『
四
書
集
註
』・

『
四
書
直
解
』
な
ど
と
も
に
『
唐
詩
選
』
を
各
二
部
、『
唐
詩
歸
』・『
古
文
折
）
23
（

義

全
編
』
を
各
一
部
給
付
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
）
24
（

。
鄭
秉
哲
ら
二
人
が
琉
球
に

こ
れ
ら
の
書
物
を
持
っ
て
歸
っ
た
か
は
さ
ら
に
今
後
の
硏
究
を
待
た
ね
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
彼
ら
が
こ
れ
ら
の
書
物
を
受
け
取
り
、
學
ん
だ
こ
と
は
當
時

の
琉
球
に
一
定
の
影
響
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
）
25
（

。

　

さ
ら
に
琉
球
人
の
尺
牘
に
も
漢
詩
文
集
へ
の
言
及
が
あ
る
。
た
と
え
ば
早
稻

田
大
學
圖
書
館
に
所
藏
さ
れ
る
蔡
大
鼎
『
續
欽
思
堂
集
』
の
「
寄
候
鄭
虞
臣
夫

子
啓
」
其
四
（
代
作
）
に
は

　

辱
蒙
寄
賜
華
翰
、
倂
用
工
圈
點
之
『
千
家
詩
』。

（
辱
け
な
く
も
寄
せ
て
華
翰
を
賜
る
を
蒙
り
、
工
を
圈
點
に
用
う
る
の

『
千
家
詩
』
を
倂
す
。）

と
あ
る
。
こ
れ
は
鄭
虞
臣
）
26
（

が
圈
點
の
附
さ
れ
た
『
千
家
詩
』
を
福
州
か
ら
琉
球

の
士
族
に
贈
っ
た
こ
と
を
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
『
千
家

詩
』
は
淸
國
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

和
刻
本
に
關
す
る
資
料
も
見
て
み
た
い
。
康
煕
四
十
七
年
（
一
七
〇
八
）
五

月
、
首
里
士
族
で
あ
る
楊
昌
房
は
、

　

從
尚
敬
公
特
賜
『
四
書
大
和
正
解
』
一
部
（
共
三
十
冊
）、『
唐
詩
』
一

部
（
共
六
冊
）、『
四
書
頭
書
』
一
部
（
共
十
冊
）
27
（

）。

（
尚
敬
公
よ
り
特
に
『
四
書
大
和
正
解
』
一
部
（
共
三
十
冊
）、『
唐
詩
』

一
部
（
共
六
冊
）、『
四
書
頭
書
』
一
部
（
共
十
冊
）
を
賜
る
。）

と
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
『
唐
詩
』
が
何
を
指
す
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
こ

の
時
、
楊
昌
房
が
下
賜
さ
れ
た
『
四
書
大
和
正
解
』
が
元
祿
十
年
（
一
六
九
七
）

刊
『
四
書
大
全
說
約
合
參
正
解
』（
淸
・
吳
荃
編
）
の
和
刻
本
（
三
雲
義
正
が

訓
點
を
附
し
た
も
の
で
、
冊
數
も
現
存
す
る
も
の
と
一
致
し
て
い
る
）
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
の
『
唐
詩
』
も
和
刻
本
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

乾
隆
二
十
九
年
（
一
七
六
四
）
の
序
文
を
持
つ
淸
の
潘
相
『
琉
球
入
學
見
聞



琉球に流入した漢詩文集と琉球漢詩文との關係について

（291）800

錄
』
卷
二
「
書
籍
」
に
、

　

國
王
先
後
刊
有
『
四
書
』・『
五
經
』・『
小
學
』・『
近
思
錄
集
解
便
蒙
詳

說
』・『
古
文
眞
寶
』・『
千
家
詩
』、
板
藏
王
府
、
陳
情
卽
得
。
臣
所
見
者

有
『
四
書
』・『
詩
經
』・『
書
經
』・『
近
思
錄
』・『
古
文
眞
寳
』
白
文
小
註

之
旁
、
皆
有
鈎
挑
旁
記
、
本
係
鐫
刻
、
非
讀
時
用
筆
添
註
如
「
諸
錄
」
所

云
。
亦
未
見
日
本
諸
僭
號
也
）
28
（

。

（
國
王
先
後
し
て
刊
す
る
に
『
四
書
』・『
五
經
』・『
小
學
』・『
近
思
錄
集

解
便
蒙
詳
説
』・『
古
文
眞
寶
』・『
千
家
詩
』
有
り
、
板
は
王
府
に
藏
し
、

陳
情
す
れ
ば
卽
ち
得
た
り
。
臣
の
見
る
所
の
者
に
『
四
書
』・『
詩
經
』・『
書

經
』・『
近
思
錄
』・『
古
文
眞
寳
』
の
白
文
小
註
の
旁
に
、
皆
鈎
挑
旁
記
有

る
有
り
、
本
係
れ
鐫
刻
に
し
て
、
讀
む
時
に
筆
を
用
い
て
註
を
添
う
る
こ

と
「
諸
錄
」
の
云
う
所
の
如
き
に
非
ず
。
亦
た
未
だ
日
本
の
諸
僭
號
を
見

ざ
る
な
り
。）

と
あ
る
。
し
か
し
、
實
際
に
は
「
皆
有
鈎
挑
旁
記
」
と
は
、
こ
れ
ら
の
書
籍
が

和
刻
本
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
潘
相
が
い
う
『
近
思
錄
集
解

便
蒙
詳
説
』
は
梁
田
勝
信
の
撰
で
あ
り
、
元
祿
八
年
（
一
六
九
五
）
に
訓
點
を

附
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
潘
相
は
「
板
は
王
府
に
藏
す
」
と
記
す
も
の
の
、

和
刻
本
）
29
（

が
琉
球
で
廣
く
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
た
が
っ
て
、『
古

文
眞
寶
』
も
そ
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
琉
球
に
流
入
し
た
漢
詩
文
集
に
關
す
る
記
錄
を
槪
觀
す
る
と
、

琉
球
を
訪
れ
た
使
節
の
漢
詩
文
集
を
除
け
ば
、
唐
宋
の
詩
文
の
詞
華
集
が
多
い

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
）
30
（

。

三

　

琉
球
の
士
族
が
漢
詩
文
集
を
用
い
て
唐
宋
の
詩
文
を
學
ん
だ
後
、
ど
の
よ
う

に
新
し
い
詩
文
を
作
っ
た
の
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
、
ま
ず
蔡
大
鼎

の
『
欽
思
堂
詩
文
集
）
31
（

』
卷
三
を
確
認
し
た
い
。
こ
こ
に
は
五
字
を
詩
題
と
す
る

八
十
五
首
の
五
言
律
詩
（
た
だ
し
連
作
を
含
む
た
め
、
詩
題
は
七
十
六
題
）
が

收
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
詩
題
に
つ
い
て
調
査
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
出
典
が
明
ら
か
と

な
っ
た
）
32
（

（
番
號
は
筆
者
が
便
宜
的
に
附
し
た
も
の
で
あ
る
）。

一　

好
雨
知
時
節

　

杜
甫
「
春
夜
喜
雨
」

　
　

好
雨
知
時
節　
　

好
雨　

時
節
を
知
り

　
　

當
春
乃
發
生　
　

春
に
當
り
て　

乃
ち
發
生
す

二　

過
雨
看
松
色

　

劉
長
卿
「
尋
南
溪
常
道
士
」

　
　

過
雨
看
松
色　
　

雨
を
過
ぎ
て　

松
色
を
看

　
　

隨
山
到
水
源　
　

山
に
隨
い
て　

水
源
に
到
る

三　

青
山
郭
外
斜

　

孟
浩
然
「
過
故
人
莊
」

　
　

綠
樹
村
邊
合　
　

綠
樹　

村
邊
に
合
し

　
　

靑
山
郭
外
斜　
　

靑
山　

郭
外
に
斜
め
な
り
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四　

落
日
滿
秋
山

　

王
維
「
歸
嵩
山
作
」

　
　

荒
城
臨
古
渡　
　

荒
城　

古
渡
に
臨
み

　
　

落
日
滿
秋
山　
　

落
日　

秋
山
に
滿
つ

五　

山
遙
不
辨
靑

　

張
少
博
「
雪
夜
觀
象
闕
待
漏
」

　
　

雪
重
猶
垂
白　
　

雪
重
く
し
て　

猶
お
白
を
垂
れ

　
　

山
遙
不
辨
靑　
　

山
遙
か
に
し
て　

靑
を
辨
ぜ
ず

六　

輕
烟
拂
流
水

　

戴
叔
倫
「

友
人
東
歸
」

　
　

輕
煙
拂
流
水　
　

輕
煙　

流
水
を
拂
い

　
　

落
日
照
行
塵　
　

落
日　

行
塵
を
照
ら
す

七　

中
天
懸
明
月

　

杜
甫
「
後
出
塞
五
首
」
其
二

　
　

中
天
懸
明
月　
　

中
天　

明
月
懸
か
り

　
　

令
嚴
夜
寂
寥　
　

令
嚴
に
し
て　

夜
寂
寥

八　

深
夜
月
當
花

　

李
商
隱
「
春
宵
自
遣
」

　
　

晚
晴
風
過
竹　
　

晚
晴　

風
は
竹
を
過
ぎ

　
　

深
夜
月
當
花　
　

深
夜　

月
は
花
に
當
る

九　

秋
至
拭
淸
砧

　

杜
甫
「
擣
衣
」

　
　

亦
知
戍
不
返　
　

亦
た
知
る　

戍
り
て
返
ら
ざ
る
を

　
　

秋
至
拭
淸
砧　
　

秋
至
り
て　

淸
砧
を
拭
く

十　

一
葉
下
梧
桐

　

崔
曙
「
山
下
晚
晴
」

　
　

故
林
歸
宿
處　
　

故
林　

歸
宿
す
る
處

　
　

一
葉
下
梧
桐　
　

一
葉　

梧
桐
よ
り
下
る

十
一　

燈
下
草
蟲
鳴

　

王
維
「
秋
夜
獨
坐
」

　
　

雨
中
山
果
落　
　

雨
中　

山
果
落
ち

　
　

燈
下
草
蟲
鳴　
　

燈
下　

草
蟲
鳴
く

十
二　

見
雁
思
鄕
信

　

岑
參
「
巴
南
舟
中
夜
書
事
」

　
　

見
雁
思
鄕
信　
　

雁
を
見
て　

鄕
信
を
思
い

　
　

聞
猿
積
淚
痕　
　

猿
を
聞
き
て　

淚
痕
を
積
ぬ

十
三　

燕
草
如
碧
絲

　

李
白
「
春
思
」

　
　

燕
草
如
碧
絲　
　

燕
草　

碧
絲
の
如
く

　
　

秦
桑
低
綠
枝　
　

秦
桑　

綠
枝
低
る

十
四　

啼
鳥
驚
殘
夢

　

杜
審
言
「
賦
得
妾
薄
命
」

　
　

啼
鳥
驚
殘
夢　
　

啼
鳥　

殘
夢
を
驚
か
し

　
　

飛
花
攪
獨
愁　
　

飛
花　

獨
愁
を
攪
す



琉球に流入した漢詩文集と琉球漢詩文との關係について

（293）798

十
五　

春
日
輝
桃
李

　

黃
庭
堅
「
歳
寒
知
松
柏
」

　
　

春
日
輝
桃
李　
　

春
日　

桃
李
を
輝
か
せ

　
　

蒼
顏
亦
預
觀　
　

蒼
顏　

亦
た
觀
る
に
預
る

十
六　

春
遲
柳
暗
催

　

宋
之
問
「
奉
和
晦
日
幸
昆
明
池
應
制
」

　
　

節
晦
蓂
全
落　
　

節
晦
く
し
て　

蓂
全
く
落
ち

　
　

春
遲
柳
暗
催　
　

春
遲
く
し
て　

柳
暗
に
催
す

　

こ
の
よ
う
に
唐
宋
の
詩
一
句
を
そ
の
ま
ま
詩
題
と
す
る
作
品
は
十
六
首
に
の

ぼ
り
、
全
体
の
約
六
分
の
一
（
詩
題
に
限
れ
ば
五
分
の
一
以
上
）
を
占
め
る
。

さ
ら
に
『
續
欽
思
堂
集
）
33
（

』
に
も
「
北
斗
挂
城
邊
」
と
い
う
五
言
律
詩
が
あ
り
、

こ
れ
も
杜
審
言
「
蓬
萊
三
殿
侍
宴
奉
敕
詠
終
南
山
應
制
」
を
も
と
に
し
た
も
の

で
あ
る
）
34
（

。
十
七　

北
斗
挂
城
邊

　

杜
審
言
「
蓬
萊
三
殿
侍
宴
奉
敕
詠
終
南
山
應
制
」

　
　

北
斗
挂
城
邊　
　

北
斗　

城
邊
に
挂
り

　
　

南
山
倚
殿
前　
　

南
山　

殿
前
に
倚
る

　

こ
れ
ら
の
出
典
と
な
っ
た
十
七
首
の
唐
宋
の
詩
に
つ
い
て
、
北
宋
の
黃
庭
堅

を
除
い
た
十
六
首
を
對
象
に
前
揭
の
『
唐
詩
解
』・『
唐
詩
合
解
』・『
而
菴
說
唐

詩
）
35
（

』
で
の
收
錄
情
況
を
確
認
し
た
い
（
卷
數
は
省
略
す
る
）。

『
唐
詩
解
』
二
・
三
・
四
・
七
・
九
・
十
・
十
一
・
十
二
・
十
三
・
十
四
・

十
六
・
十
七

『
唐
詩
合
解
』
二
・
三
・
四
・
六
・
七
・
八
・
九
・
十
・
十
一
・
十
二
・

十
三
・
十
四
・
十
六
・
十
七

『
而
菴
說
唐
詩
』
四
・
六
・
九
・
十
一
・
十
六

こ
の
よ
う
に
出
典
と
な
る
作
品
は
『
唐
詩
解
』
と
『
唐
詩
合
解
』
に
集
中
し
て

い
る
。
さ
ら
に
選
集
の
卷
數
（『
唐
詩
解
』
は
五
十
卷
、『
唐
詩
合
解
』
は
十
二

卷
）
を
考
慮
す
れ
ば
、
蔡
大
鼎
は
『
唐
詩
合
解
）
36
（

』
を
學
習
し
、
時
に
そ
こ
に
收

め
ら
れ
る
作
品
の
一
句
を
自
ら
の
作
品
と
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ

う
。

　

た
だ
し
、
蔡
大
鼎
の
作
品
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
の
詩
題
の
出
典
と
な
っ

た
唐
宋
の
詩
と
必
ず
し
も
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
で
は
な
ぜ
蔡
大
鼎
は
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
唐
宋
の
詩
句
を
自
ら
の
詩
題
と
し
た
の
か
。
近
世
の
琉

球
で
は
官
吏
登
用
試
驗
で
あ
る
「
科
」
が
實
施
さ
れ
て
い
た
。
特
に
對
淸
外
交

文
書
の
作
成
を
擔
う
「
文
組
役
」
を
選
抜
す
る
際
に
は
、
五
言
六
韻
も
し
く
は

五
言
律
詩
を
創
作
さ
せ
、
詩
題
は
唐
詩
か
ら
一
句
（
七
言
あ
る
い
は
五
言
）
選

ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
）
37
（

。
琉
球
の
「
科
」
に
詩
が
課
さ
れ
る
こ
と
は
淸
の
孫
衣
言

も
二
卷
本
『
琉
球
詩
課
』（
同
治
十
二
年
（
一
八
七
三
）
刊
）
の
序
文
に
お
い
て
、

　

予
嘗
聞
、
中
山
人
士
雖
尚
試
律
、
然
其
國
人
所
爲
者
、
大
率
四
韻
而
已
）
38
（

。

（
予
嘗
て
聞
く
、
中
山
の
人
士
は
試
律
を
尚
ぶ
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
其
の

國
人
の
爲
る
所
の
者
は
、
大
率
四
韻
の
み
と
）。

と
記
し
て
お
り
、
官
吏
の
選
抜
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
試
帖
詩
」
が
課
さ
れ

る
科
目
も
あ
っ
た
）
39
（

。
蔡
大
鼎
は
道
光
三
十
年
（
一
八
五
〇
）
春
に
「
科
」
に
及

第
し
て
お
り
、
そ
れ
は
漢
文
組
立
役
主
取
を
選
抜
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
判
斷
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さ
れ
る
）
40
（

。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
八
十
五
首
は
「
科
」
で
課
さ
れ
る
「
試
帖
詩
」

の
習
作
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
琉
球
で
は
首
里
の
國
學
（
一
七
九
八
年
に
創
建
）
で
も
『
唐
詩
合
解
』

が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。蔡
大
鼎
は
久
米
村
士
族
で
は
あ
る
が
、「
詠

國
學
綠
槐
二
首
」（『
欽
思
堂
詩
文
集
』
卷
二
）
が
あ
る
な
ど
、
國
學
と
も
一
定

の
關
係
が
あ
り
、
そ
の
敎
材
に
も
注
意
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

琉
球
に
流
入
し
た
漢
詩
文
集
と
蔡
大
鼎
の
漢
詩
文
の
關
係
を
考
え
る
上
で
、

さ
ら
に
「
霸
江
泛
舟
文
」（『
欽
思
堂
詩
文
集
』
卷
二
）
を
確
認
し
た
い
）
41
（

。
こ
れ

は
蔡
大
鼎
が
咸
豐
五
年
（
一
八
五
五
）
九
月
、「
客
」
と
と
と
も
に
現
在
の
那

霸
市
の
國
場
川
に
舟
を
泛
べ
て
遊
覽
し
た
時
の
文
章
で
あ
る
。
以
下
、
全
文
の

原
文
を
示
し
て
お
く
（
訓
讀
は
注（
41
）所
揭
の
拙
文
で
示
し
て
い
る
）。

　

乙
卯
之
秋
、
九
月
既
望
、
予
慕
蘇
子
之
風
、
乃
偕
客
泛
扁
舟
於
霸
江
之

畔
。
淸
風
徐
拂
、
水
波
不
興
，
遂
放
棹
於
高
江
洲
村
河
源
。
其
源
曲
折
縈

廻
、
似
窮
不
窮
、
指
顧
之
閒
、
恍
入
武
陵
勝
境
。
夾
岸
有
丹
楓
千
樹
、
蘆

花
半
洲
。
紅
影
使
醉
顏
增
色
、
白
花
共
明
月
爭
輝
。
更
見
鳶
飛
魚
躍
、
覺

化
育
流
行
、
無
非
天
幾
之
鼓
盪
也
。
少
焉
月
出
於
東
山
之
上
、
潮
亦
既
退
、

予
乃
返
棹
、
絲
竹
並
舉
、
共
誦
明
月
之
詩
、
迭
歌
赤
壁
之
賦
。
囘
望
大
河
、

只
見
月
色
水
光
、
與
天
宇
合
而
爲
潔
。
且
水
淸
見
底
、
月
印
水
中
、
雖
赤

壁
之
遊
、
桃
源
之
勝
、
不
是
過
也
。
古
詩
有
云
「
萬
里
長
江
飄
玉
帶
、
一

輪
明
月
湧
金
毬
」
是
已
。
既
而
縱
一
葦
之
所
行
、
泊
舟
奧
山
後
浦
、
客
謂

予
曰
、「
此
山
果
金
山
寺
之
佳
勝
也
」。
予
因
名
小
金
山
寺
。
又
靠
落
平
泉
、

客
又
曰
、「
此
泉
略
類
盧
山
瀑
布
。」
予
亦
名
以
小
盧
山
。
其
源
遠
流
長
、

混
混
不
舎
晝
夜
、
而
吐
激
鏡
中
、
能
淸
客
耳
。
一
掬
飮
之
、
頓
洗
俗
情
無

盡
。
斯
遊
也
、
予
因
入
貢
天
朝
之
文
章
、

作
告
成
、
偶
泛
舟
遊
觀
、
飽

覽
山
川
之
勝
。
時
人
「
將
謂
偷
閒
學
少
年
」、
則
又
非
知
予
者
已
。

　
「
既
望
、
予
は
蘇
子
の
風
を
慕
い
、
乃
ち
客
と
偕
に
扁
舟
を
霸
江
の
畔
に
泛
ぶ
。

淸
風
徐
ろ
に
拂
い
、
水
波
興
ら
ず
」「
少
く
し
て
月
は
東
山
の
上
に
出
で
」「
共

に
明
月
の
詩
を
誦
し
、
迭
い
に
赤
壁
の
賦
を
歌
う
」「
一
葦
の
如
く
所
を
縱
い

ま
ま
に
し
て
」
と
い
う
表
現
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
蔡
大
鼎
は
明
確
に
北
宋
・

蘇
軾
「
前
赤
壁
の
賦
」
を
讀
ん
で
い
る
）
42
（

。
前

し
た
よ
う
に
、
琉
球
に
は
和
刻

本
も
し
く
は
日
本
人
が
注
を
附
し
た
『
古
文
眞
寶
』、
特
に
後
集
が
流
入
し
て

い
た
。
し
た
が
っ
て
、
琉
球
で
は
そ
れ
を
利
用
し
て
古
文
が
學
ば
れ
て
い
た
と

考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
久
米
村
士
族
と
し
て
對
淸
外
交
を
擔
當
し
て
い

た
蔡
大
鼎
も
同
樣
に
『
古
文
眞
寶
』
を
和
刻
本
等
で
學
習
し
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
「
霸
江
泛
舟
文
」
に
お
い
て
、
蔡
大
鼎
は
さ
ら
に
二
首
の
詩
を
引
用
す

る
。
そ
の
う
ち
、「
萬
里
の
長
江
玉
帶
飄
り
、
一
輪
の
明
月
金
毬
湧
く
）
43
（

」
は
「
古

詩
」
と
あ
る
も
の
の
、
作
者
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
一
方
、
末
尾
の
「
將
謂
偷

閒
學
少
年
」
は
北
宋
・
程
顥
の
七
言
絶
句
「（
春
日
）
偶
成
」
の
結
句
で
あ
る
。

こ
の
詩
は
『
性
理
大
全
）
44
（

』
卷
三
十
九
、
卷
五
十
六
、
卷
七
十
に
引
用
さ
れ
、『
千

家
詩
』
に
も
見
ら
れ
る
。
蔡
大
鼎
は
儒
敎
（
朱
子
學
）
と
詩
歌
の
學
習
過
程
で

こ
の
兩
種
の
漢
籍
か
ら
こ
の
程
顥
の
詩
を
知
っ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
）
45
（

。
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本
稿
は
琉
球
の
士
族
の
詩
文
創
作
の
一
端
、
具
體
的
に
は
琉
球
最
末
期
の
漢

文
學
者
で
あ
る
蔡
大
鼎
が
ど
の
よ
う
に
唐
宋
詩
文
を
學
ん
で
詩
文
を
作
っ
た
の

か
に
つ
い
て
、
琉
球
に
流
入
し
た
漢
詩
文
集
の
流
入
の
情
況
を
も
と
に
考
察
し

た
。
そ
の
結
果
、『
唐
詩
合
解
』
と
和
刻
本
等
に
よ
る
『
古
文
眞
寶
後
集
』
が

有
力
な
來
源
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
ほ
ぼ
一
千

八
百
五
十
篇
に
の
ぼ
る
蔡
大
鼎
の
詩
文
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、

「
域
外
漢
籍
」
と
東
ア
ジ
ア
の
漢
詩
文
の
關
係
に
つ
い
て
の
貴
重
な
事
例
で
あ

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

琉
球
の
士
族
は
琉
球
國
内
で
の
學
習
、
そ
し
て
福
州
や
北
京
に
お
い
て
の
讀

書
に
お
い
て
、
中
國
語
、
中
國
の
歷
史
や
思
想
、
地
理
と
と
も
に
詩
文
の
知
識

を
得
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
知
識
の
獲
得
、
そ
し
て
詩
文
の
創
作
は
個
人
の
關
心

に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
外
交
上
の
必
要
（
こ
れ
は
對
淸
外
交
だ
け
で
な
く
、
淸

朝
に
お
け
る
朝
鮮
や
ベ
ト
ナ
ム
と
の
交
流
や
日
本
と
の
往
來
に
お
い
て
も
缺
く

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
）
も
あ
っ
た
こ
と
に
誤
り
は
な
か
ろ
う
。
た
だ
し
、
琉

球
は
も
と
も
と
他
の
東
ア
ジ
ア
の
國
家
・
地
域
よ
り
も
國
力
が
小
さ
く
、
流
入

し
た
漢
詩
文
集
の
數
も
多
く
な
か
っ
た
上
、
沖
繩
縣
内
、
特
に
沖
繩
本
島
に

あ
っ
た
資
料
が
戰
火
に
よ
っ
て
失
わ
れ
、
縣
外
に
流
失
し
た
資
料
も
世
界
各
地

に
分
散
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
情
況
に
あ
っ
て
、
僅
か
に
殘
っ
た
資
料
と
例

外
的
に
大
量
に
傳
わ
っ
て
い
る
蔡
大
鼎
の
作
品
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
琉
球

に
お
け
る
漢
詩
文
創
作
の
樣
相
も
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
本
硏

究
が
そ
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
う
。

＊
本
稿
は
二
〇
一
三
年
に
「
對
於
“
文
本·

詮
證·

傳
播
”
│
│
中
國
典
籍
與
東
亞
文
化
交

流
學
術
硏
討
會
」
で
口
頭
發
表
し
た
も
の
を
、
加
筆
、
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

＊
本
稿
はJSPS

科
硏
費JP 21K

12973

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

注

（
1
）　

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
關
連
の
硏
究
が
進
展
し
て
い
る
。
特
に
水
上
雅
晴
氏

の
一
連
の
硏
究
は
現
存
の
漢
籍
を
も
と
に
當
時
の
學
習
情
況
、
特
に
字
訓
、
字
義
や
訓

點
を
詳
細
に
考
察
し
て
お
り
、
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
水
上
雅
晴
「
琉
球
王
國
と
漢
籍

│
│
書
き
入
れ
か
ら
見
た
學
習
狀
況
」（
琉
球
大
學
編
『
知
の
源
泉
〜
や
わ
ら
か
い
南

の
學
と
思
想
５

〜
』（
沖
繩
タ
イ
ム
ス
社
、
二
〇
一
三
年
三
月
初
版
）
五
二
│
六
五
頁
、

同
「
琉
球
地
方
士
人
漢
籍
學
習
の
實
態
│
│
書
き
入
れ
に
着
目
し
た
考
察
」（
琉
球
大

學
敎
育
學
部
『
琉
球
大
學
敎
育
學
部
紀
要
』
第
八
四
集
、
二
〇
一
四
年
二
月
）
一
│
一

二
頁
、
同
「
琉
球
中
央
士
族
の
漢
籍
學
習
に
つ
い
て
│
│
楚
南
家
本
を
中
心
と
す
る
初

步
的
考
察
│
│
」（
法
政
大
學
沖
繩
文
化
硏
究
所
『
沖
繩
文
化
硏
究
』
第
四
七
號
、
二

〇
一
五
年
三
月
）
四
一
│
五
三
頁
な
ど
を
參
照
。

（
2
）　
「
琉
球
處
分
」
後
、
琉
球
の
舊
士
族
層
、
特
に
久
米
村
士
族
に
は
詩
に
巧
み
な
も
の

が
あ
り
、
彼
等
は
琉
球
漢
詩
の
傳
統
を
繼
承
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
琉
球

王
國
の
滅
亡
後
の
彼
等
の
社
會
的
地
位
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
過
去
と
は
完
全
に
異
な

る
た
め
、
本
文
で
は
言
及
し
な
い
。

（
3
）　

蔡
大
鼎
が
琉
球
國
内
な
ど
で
歌
っ
た
約
千
二
百
首
の
作
品
が
近
年
發
見
さ
れ
、
そ
の

硏
究
環
境
は
大
き
く
變
化
し
た
。
拙
稿
「
蔡
大
鼎
の
漢
詩
文
集
の
諸
本
に
つ
い
て
│
│

琉
球
末
期
の
漢
詩
文
集
の
刊
行
を
中
心
に
│
│
」（
古
典
硏
究
會
『
汲
古
』
第
六
一
號
、

二
〇
一
二
年
六
月
）
五
三
│
五
九
頁
を
參
照
。
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（
4
）　

二
〇
〇
五
年
三
月
發
行
。

（
5
）　

琉
球
王
國
の
王
家
で
あ
る
尚
家
が
所
有
し
て
い
た
「
琉
球
國
王
尚
家
關
係
資
料
」
は

國
寶
に
指
定
さ
れ
、
那
霸
市
歷
史
博
物
館
に
收
め
ら
れ
て
い
る
。

（
6
）　

楚
南
家
は
久
米
村
（
唐
營
）
の
士
族
。
こ
の
楚
南
家
文
書
は
魏
掌
政
が
所
有
し
て
い

た
も
の
で
あ
り
、
現
在
は
法
政
大
學
沖
繩
文
化
硏
究
所
に
所
藏
さ
れ
る
。
高
津
孝
「
楚

南
家
文
書　

解
說
」（
法
政
大
學
沖
繩
文
化
硏
究
所
編
『
法
政
大
學
沖
繩
文
化
硏
究
所

藏　

琉
球
關
係
史
料
目
錄
』（
法
政
大
學
沖
繩
文
化
硏
究
所
、
二
〇
二
三
年
三
月
發
行
））

七
九
│
九
一
頁
を
參
照
。
な
お
『
法
政
大
學
沖
繩
文
化
硏
究
所
藏　

琉
球
關
係
史
料
目

錄
』
は
「
38　

唐
詩
解
」（
表
紙
・
裏
表
紙
の
み
殘
存
）・「
39　

唐
詩
解
」（
卷
十
六
・

王
維
「
老
將
行
」
殘
葉
の
み
）
も
著
錄
す
る
。

（
7
）　

宮
良
殿
内
は
石
垣
島
の
宮
良
家
の
尊
稱
で
あ
る
。
宮
良
殿
内
文
庫
は
現
在
、
琉
球
大

學
附
屬
圖
書
館
に
置
か
れ
る
。

（
8
）　

本
書
は
光
緖
十
六
年
（
一
八
九
〇
）
に
鈔
寫
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
稿
の
基
準
よ

り
後
の
時
期
の
も
の
だ
が
、
原
本
は
お
そ
ら
く
琉
球
國
内
に
傳
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

た
め
、
こ
こ
に
記
錄
す
る
。
な
お
、
そ
の
原
本
は
確
認
さ
れ
な
い
。

（
9
）　

豐
川
家
は
石
垣
島
の
士
族
。
豐
川
家
文
書
は
石
垣
市
役
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）　

光
緖
五
年
（
一
八
七
九
）
以
前
の
寫
本
か
。

（
11
）　

上
江
洲
家
は
久
米
島
の
士
族
。
そ
の
漢
籍
等
は
現
在
、
久
米
島
博
物
館
所
藏
。

（
12
）　

與
世
永
家
も
久
米
島
の
士
族
。
そ
の
漢
籍
等
は
現
在
、
久
米
島
博
物
館
所
藏
。

（
13
）　

東
恩
納
寛
惇
文
庫
は
現
在
、
沖
繩
縣
立
圖
書
館
に
置
か
れ
る
。

（
14
）　

原
忠
順
文
庫
は
現
在
、
琉
球
大
學
附
屬
圖
書
館
に
置
か
れ
る
。

（
15
）　

う
る
ま
市
立
圖
書
館
市
史
編
さ
ん
係
『
う
る
ま
漢
詩
ロ
ー
ド
散
策
№
１

』（
う
る
ま

市
立
圖
書
館
市
史
編
さ
ん
係
發
行
）、
榮
野
川
敦
・
勝
連
晶
子
「
戰
前
に
流
出
し
た
琉

球
・
沖
繩
關
係
資
料
に
つ
い
て
」（
う
る
ま
市
立
圖
書
館
市
史
編
さ
ん
係
編
『
蔡
大
鼎

『
伊
計
村
遊
草
』
等
調
査
硏
究
事
業
硏
究
成
果
報
告
書
』（
う
る
ま
市
敎
育
委
員
會
、
二

〇
一
五
年
三
月
發
行
）
一
〇
九
│
一
一
二
頁
。

（
16
）　

注（
15
）「
戰
前
に
流
出
し
た
琉
球
・
沖
繩
關
係
資
料
に
つ
い
て
」
一
一
三
・
一
一
四

頁
。

（
17
）　

法
政
大
學
沖
繩
文
化
硏
究
所
編
『
沖
繩
縣
立
沖
繩
圖
書
館

土
史
料
目
錄
』（
法
政

大
學
沖
繩
文
化
硏
究
所
、
一
九
八
二
年
三
月
發
行
）
に
よ
る
。

（
18
）　

園
原
謙
「
沖
繩
縣
敎
育
會
附
設
鄕
土
博
物
館
に
つ
い
て
」（
沖
繩
縣
立
博
物
館
『
沖

繩
縣
立
博
物
館
紀
要
』
第
二
八
號
、二
〇
〇
二
年
三
月
）、二
四
頁
。な
お
同
頁
に
は
「

曲
園
先
生
」
が
記
錄
さ
れ
、「
藩
政
時
代
の
習
字
手
本
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

曲
園
先
生
は
淸
・

樾
を
指
す
が
、
實
際
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
未
詳
。

（
19
）　
『
蔡
氏
家
譜
（
七
世
蔡
朝
用
）』（
那
霸
市
企
劃
部
市
史
編
輯
室
編
『
那
霸
市
史
・
資

料
編 

第
一
卷 

六 

家
譜
資
料
二
（
上
）』（
那
霸
市
企
劃
部
市
史
編
輯
室
、
一
九
八
〇

年
三
月
發
行
））
三
〇
四
頁
「
十
一
世
諱
文
溥
祝
嶺
親
方
」。

（
20
）　

蔣
寅
「
徐
增
對
金
聖
嘆
詩
學
繼
承
和
修
正
」（
北
京
師
範
大
學
『
北
京
師
範
大
學
學

報
（
哲
學
社
會
科
學
版
）』
二
〇
〇
六
年
第
四
期
、
二
〇
〇
六
年
七
月
）
九
一
頁
。
蔣

寅
氏
は
こ
の
『
而
菴
說
唐
詩
』
の
成
書
時
期
を
康
煕
二
年
（
一
六
六
三
）
九
月
と
す
る
。

な
お
『
而
菴
說
唐
詩
』（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』（
齊
魯
書
社
）
第
三
九
六
冊
所
收
本
）

に
は
康
煕
元
年
の
自
序
が
あ
る
。

（
21
）　

こ
の
選
集
も
琉
球
の
詩
を
採
錄
す
る
。
上
里
賢
一
編
『
校
註
本
中
山
詩
文
集
』（
九

州
大
學
出
版
會
、
一
九
九
八
年
四
月
初
版
）「
解
說
」
一
五
│
一
八
頁
を
參
照
。

（
22
）　
『
程
氏
家
譜
（
六
世
程
泰
祚
）』（
那
霸
市
企
劃
部
市
史
編
輯
室
編
『
那
霸
市
史
・
資

料
編 

第
一
卷 

六 

家
譜
資
料
二
（
下
）』（
那
霸
市
企
劃
部
市
史
編
輯
室
、
一
九
八
〇

年
三
月
發
行
））
五
四
九
頁
「
七
世
諱
順
則
」。
上
里
賢
一
「
琉
球
へ
の
漢
籍
の
傳
播
と

受
容
」（
上
里
賢
一
『
東
ア
ジ
ア
漢
字
文
化
圈
の
中
に
お
け
る
琉
球
漢
詩
文
の
位
置
』

（
二
〇
〇
七
年
三
月
））
三
頁
は
す
で
に
こ
の
こ
と
に
言
及
す
る
。

（
23
）　
「
折
」
は
「
析
」
の
誤
り
だ
ろ
う
。

（
24
）　
『
鄭
氏
家
譜
（
十
三
世
鄭
秉
哲
）』（
注（
22
）『
那
霸
市
史
・
資
料
編 

第
一
卷 

六 

家

譜
資
料
二
（
下
）』）
六
二
〇
頁
「
十
三
世
諱
秉
哲
」。

（
25
）　

前
述
の
よ
う
に
孫
衣
言
も
北
京
の
國
子
監
で
琉
球
官
生
の
敎
育
を
擔
當
し
て
お
り
、

官
生
の
東
國
興
（
道
光
二
十
年
（
一
八
四
〇
）
入
監
）
に
漢
籍
の
學
習
を
指
示
し
て
い

る
。
そ
の
な
か
に
は
『
古
詩
紀
』・『
八
代
詩
乘
』・『
古
詩
取
』・『
全
唐
詩
鈔
』・『
李
白

詩
』・『
王
摩
詰
詩
』・『
杜
甫
詩
』・『
韓
詩
』・『
李
義
山
詩
』・『
白
香
山
詩
』・『
蘇
詩
』・
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『
宋
詩
鈔
』・『
元
詩
選
』・『
金
詩
選
』・『
明
詩
綜
』・『
列
朝
詩
選
』・『
百
三
名
家
集
』・

『
文
紀
』・『
朱
子
文
集
』・『
儲
同
人
十
家
文
鈔
』・『
唐
宋
文
醇
』・『
茅
鹿
門
八
家
文
抄
』・

『
李
義
山
樊
南
用
甲
乙
集
』・『
章
藻
切
思
綺
堂
集
』・『
宋
四
六
』・『
琴
西
日
唐
四
傑
爲

正
宗
』
と
い
っ
た
漢
詩
文
集
あ
る
い
は
そ
う
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
書
籍
が
含
ま

れ
て
い
る
。
眞
境
名
安
興
『
沖
繩
敎
育
史
要
』（
沖
繩
書
籍
販
賣
社
、
一
九
六
五
年
九

月
初
版
。
初
出
は
一
九
三
一
年
。
琉
球
新
報
社
編
『
眞
境
名
安
興
全
集 

第
二
卷
』（
琉

球
新
報
社
、
一
九
九
三
年
二
月
第
一
版
）
に
も
收
錄
）
一
五
九
│
一
六
〇
頁
。
た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
書
籍
が
全
て
琉
球
に
入
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
記
載
が
見
ら
れ

な
い
。

（
26
） 　

鄭
虞
臣
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
蔡
大
鼎
の
基
礎
的
硏
究
の
た
め
の
覺
書
│
│
家
族
と

生
涯
を
中
心
に
│
│
」（
注（
15
）『
蔡
大
鼎
『
伊
計
村
遊
草
』
等
調
査
硏
究
事
業
硏
究

成
果
報
告
書
』）
三
四
・
四
九
頁
。

（
27
） 　
『
楊
氏
家
譜
（
長
堂
家
）』
那
霸
市
企
劃
部
市
史
編
輯
室
編
『
那
霸
市
史
・
資
料

編 

第
一
卷 

七 

家
譜
資
料
三
（
首
里
系
）』（
那
霸
市
企
劃
部
市
史
編
輯
室
、
一
九
八

二
年
一
月
發
行
））
八
七
一
頁
「
七
世
昌
房
」。

（
28
）　

黃
潤
華
・
薛
英
編
『
國
家
圖
書
館
藏
琉
球
資
料
匯
編
』（
北
京
圖
書
館
出
版
社
、
二

〇
〇
〇
年
一
〇
月
第
一
版
）
下
冊
所
收
。
注（
22
）「
琉
球
へ
の
漢
籍
の
傳
播
と
受
容
」

五
│
六
頁
も
參
照
。

（
29
）　

當
時
の
琉
球
士
族
の
漢
文
（
文
言
文
）
の
學
習
に
は
「
音
讀
法
」
と
「
漢
文
訓
讀
法
」

が
あ
っ
た
。
久
米
村
士
族
を
中
心
に
、
對
淸
外
交
を
擔
う
人
々
は
漢
語
（
官
話
）
を
學

ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、「
音
讀
法
」
が
用
い
ら
れ
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
漢

語
は
學
習
に
よ
っ
て
學
ぶ
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
琉
球
の
人
々
に
と
っ
て
漢
語
は
完
全

に
い
わ
ゆ
る
「
第
二
言
語
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
琉
球
で
も
廣
く

「
漢
文
訓
讀
法
」
が
採
用
さ
れ
、
和
刻
本
も
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
30
）　

文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
慶
賀
使
の
一
員
と
し
て
江
戸
を
訪
れ
た
鄭
嘉
訓
に
幕
臣

の
成
島
司
直
が
面
會
し
、
そ
の
記
錄
が
『
琉
球
錄
話
』
と
し
て
遺
さ
れ
、
國
立
公
文
書

館
内
閣
文
庫
に
寫
本
が
所
藏
さ
れ
る
。
同
書
の
「
書
畫
法
帖
」
に
「
宋
元
印
本
及
古
名

書
畫
、
王
府
頗
富
、
民
閒
無
流
傳
者
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
高
津
孝
「
琉
球
、

薩
摩
の
書
道
交
流
」（
高
津
孝
『
博
物
學
と
書
物
の
東
ア
ジ
ア
│
│
薩
摩
・
琉
球
と
海

域
交
流
│
│
』（
榕
樹
書
林
、
二
〇
一
〇
年
八
月
發
行
。
初
出
は
一
九
九
八
年
）
二
一

四
頁
は
「
宋
元
印
本
」
を
「
宋
版
や
元
版
の
書
籍
」
と
解
し
て
い
る
。
確
か
に
、「
印
本
」

と
は
通
常
、
刊
本
の
こ
と
を
指
す
が
、
當
時
の
中
國
で
あ
っ
て
も
稀
覯
本
で
あ
る
宋
版

や
元
版
が
琉
球
に
、
そ
れ
も
大
量
に
あ
っ
た
の
か
は
疑
問
が
殘
る
。
章
題
名
が
「
書
畫

法
帖
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
は
宋
元
の
書
畫
を
寫
し
て
刊
刻
し
た
も
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
鄭
嘉
訓
の
誇
張
表
現
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
の
硏
究
を
待
ち
た

い
。

（
31
）　

以
下
、『
欽
思
堂
詩
文
集
』
は
、
う
る
ま
市
立
圖
書
館
市
史
編
さ
ん
委
員
會
編
『
蔡

大
鼎
關
連
資
料
集 

一
』（
う
る
ま
市
敎
育
委
員
會
、
二
〇
一
四
年
三
月
發
行
）
所
收
慶

應
義
塾
圖
書
館
藏
本
の
カ
ラ
ー
影
印
に
よ
る
。
ま
た
高
津
孝
・
陳
捷
主
編
『
琉
球
王
國

漢
文
文
獻
集
成
』（
復
旦
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
七
月
第
一
版
）
第
二
七
冊
に
も

同
本
の
モ
ノ
ク
ロ
の
影
印
が
收
錄
さ
れ
る
。

（
32
）　

唐
宋
の
詩
歌
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
『
全
唐
詩
』（
中
華
書
局
排
印
本
、

一
九
六
〇
年
四
月
第
一
版
）
お
よ
び
北
京
大
學
古
文
獻
硏
究
所
編
『
全
宋
詩
』（
北
京

大
學
出
版
社
）
か
ら
引
用
し
た
。

（
33
）　

以
下
、『
續
欽
思
堂
集
』
は
う
る
ま
市
立
圖
書
館
市
史
編
さ
ん
委
員
會
編
『
蔡
大
鼎

關
連
資
料
集 

六
』（
う
る
ま
市
敎
育
委
員
會
、
二
〇
一
五
年
三
月
發
行
）
所
收
早
稻
田

大
學
圖
書
館
藏
本
の
カ
ラ
ー
影
印
に
よ
る
。
ま
た
注（
31
）『
琉
球
王
國
漢
文
文
獻
集
成
』

第
二
九
冊
に
も
同
本
の
モ
ノ
ク
ロ
の
影
印
が
收
錄
さ
れ
る
。

（
34
）　

嚴
明
『
近
世
東
亞
漢
詩
流
變
』（
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
九
月
第
一
版
）
下
冊

「
琉
球
漢
詩
流
變
史
略
」
六
八
六
頁
は
こ
の
『
欽
思
堂
詩
文
集
』
卷
三
の
「
試
帖
詩
題

目
皆
出
自
唐
宋
詩
」
と
い
う
が
、
筆
者
の
調
査
で
は
全
て
の
詩
の
詩
題
が
唐
宋
の
詩
に

基
づ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
35
）　
『
唐
詩
解
』
と
『
而
菴
說
唐
詩
』
は
い
ず
れ
も
『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』（
齊
魯
書
社
）

所
收
本
を
も
と
に
調
査
し
た
。『
唐
詩
合
解
』
は
光
緖
十
八
年
（
一
八
九
二
）
刊
『
古

唐
詩
合
解
』（
早
稻
田
大
學
圖
書
館
藏
）
に
よ
る
。『
唐
詩
紀
』
は
收
錄
範
圍
が
盛
唐
ま

で
の
た
め
、
調
査
對
象
か
ら
除
外
し
た
。
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（
36
）　

こ
の
他
、『
欽
思
堂
詩
文
集
』
卷
二
に
五
言
絕
句
「
舉
盞
邀
明
月
」
三
首
が
あ
り
、

こ
の
詩
題
は
李
白
「
月
下
獨
酌
」
其
一
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。『
續
欽
思
堂
集
』
に
は

七
言
絕
句
「
晚
晴
風
過
竹
」
二
首
、「
明
月
松
閒
照
」
三
首
、「
落
葉
無
行
路
」
三
首
が

あ
り
、
そ
の
詩
題
は
李
商
隱
「
春
宵
自
遣
」、
王
維
「
山
居
秋
暝
」、
陸
游
「
樵
父
」
に

よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
唐
詩
の
二
首
は
『
唐
詩
合
解
』
に
收
め
ら
れ
て
い

る
。

（
37
）　

注（
25
）『
沖
繩
敎
育
史
要
』
一
六
六
頁
を
參
照
。
た
だ
し
、
試
驗
の
内
容
に
は
變
動

が
あ
っ
た
。

（
38
）　

注（
28
）『
國
家
圖
書
館
藏
琉
球
資
料
匯
編
』
下
冊
所
收
。
ま
た
注（
31
）『
琉
球
王
國

漢
文
文
獻
集
成
』
第
三
二
冊
（
早
稻
田
大
學
圖
書
館
藏
本
影
印
）
も
收
錄
す
る
。

（
39
）　

高
津
孝
「
琉
球
詩
課
と
試
帖
詩
」（
鹿
兒
島
大
學
法
文
學
部
史
學
地
理
學
考
古
民
俗

學
敎
室
『
鹿
大
史
學
』
第
四
三
集
、
一
九
九
六
年
一
月
）
一
│
三
頁
は
二
卷
本
『
琉
球

詩
課
』
の
孫
衣
言
の
序
も
引
用
し
つ
つ
、
琉
球
の
「
科
」
は
乾
隆
二
十
五
年
（
一
七
六

〇
）
頃
か
ら
始
ま
り
、
乾
隆
・
嘉
慶
年
閒
に
試
帖
詩
が
採
用
さ
れ
た
が
，
琉
球
の
試
帖

詩
は
全
て
四
韻
の
律
詩
だ
っ
た
と
い
う
。

（
40
）　

拙
稿
「
蔡
大
鼎
の
漢
詩
文
に
お
け
る
「
科
」
と
「
科
擧
」」（
朱
德
蘭
・
林
育
生
主
編

『
海
邦
養
秀　

第
18
届
中
琉
歷
史
關
係
國
際
學
術
會
議
論
文
集
』（
中
琉
文
化
經
濟
協
會
、

二
〇
二
三
年
九
月
初
版
）
一
五
五
・
一
五
六
頁
を
參
照
。
蔡
大
鼎
に
は
「
考
試
及
第
志

喜
有
引
倂
詩
」（『
欽
思
堂
詩
文
集
』
卷
一
）
が
あ
り
、「
幸
庚
戍
（
筆
者
注
、
道
光
三

十
年
）
春
、
入
場
應
試
、
卽
試
之
後
、
獨
占
鼇
頭
」
と
あ
る
。

（
41
）　

拙
稿
「
開
か
れ
つ
つ
あ
る
琉
球
漢
文
學
の
新
た
な
世
界
│
│
蔡
大
鼎
の
作
品
を
中
心

に
」（
注（
１

）『
知
の
源
泉
〜
や
わ
ら
か
い
南
の
學
と
思
想
５

〜
』）
七
二
・
七
三
頁
。

（
42
）　

注（
41
）七
三
頁
。
蔡
大
鼎
に
は
他
に
五
言
絕
句
「
東
坡
遊
赤
壁
圖
」（『
欽
思
堂
詩
文

集
』
卷
二
）
が
あ
り
、「
兩
賦
傳
千
古
、
敎
予
意
悵
如
。
九
原
今
可
作
、
果
必
舉
藍
輿
」

と
歌
い
、「
後
赤
壁
賦
」
に
つ
い
て
の
知
識
も
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
43
）　

注（
41
）所
揭
書
の
訓
讀
を
訂
正
し
た
。

（
44
）　

前
述
し
た
鄭
秉
哲
は
北
京
の
國
子
監
に
入
っ
た
際
、『
性
理
大
全
』
も
受
領
し
て
い
る
。

注（
24
）『
鄭
氏
家
譜
（
十
三
世
鄭
秉
哲
）』
六
二
〇
頁
「
十
三
世
諱
秉
哲
」
を
參
照
。

ま
た
蔡
溫
『
要
務
彙
編
』（
國
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
に
刊
本
が
所
藏
さ
れ
る
）
に
も

『
性
理
大
全
』
が
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
。
都
築
晶
子
「
蔡
溫
の
儒
家
思
想
に
つ

い
て
│
│
『
要
務
彙
編
』
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」（
龍
谷
學
會
『
龍
谷
大
学
論
集
』
第
四

四
五
號
、
一
九
九
五
年
二
月
）
二
九
六
│
二
九
九
・
三
〇
五
・
三
〇
六
頁
、
糸
數
兼
治

『
要
務
彙
編
訓
注
』（
私
家
版
、
二
〇
一
二
年
三
月
發
行
）
を
參
照
。

（
45
）　

た
だ
し
、こ
の
一
句
は
蔡
溫
『
要
務
彙
編
』
に
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、『
千
家
詩
』

の
讀
書
・
學
習
の
影
響
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。


